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元
気
な
高
齢
者
が
増
え
た

な
と
、
最
近
実
感
す
る
。
き

っ
か
け
は
慶
大
眼
科
の
メ
デ

ィ
カ
ル
レ
チ
ナ
外
来
（
専
門

外
来
、
金
曜
午
後
）
で
国
内

第
４
位
の
失
明
原
因
と
さ
れ

る
加
齢
黄
斑
変
性
の
患
者
様

と
触
れ
合
う
機
会
が
多
く
な

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
平
均
年

齢
は
75
歳
前
後
で
あ
る
が
、

社
会
的
活
動
を
続
け
ら
れ
る

元
気
な
高
齢
者
が
多
い
。
治

療
を
続
け
る
気
力
と
通
院
し

続
け
る
体
力
に
感
心
さ
せ
ら

れ
、
外
来
で
は
む
し
ろ
こ
ち

ら
が
励
ま
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
な
方
の
多
く

は
、
頭
脳
明
晰
で
あ
る
。
自

ら
の
疾
患
に
関
心
を
持
ち
、

ど
う
し
て
罹
患
し
た
の
か
、

自
分
の
眼
で
何
が
起
こ
っ
て

い
る
の
か
と
理
論
的
説
明
を

求
め
る
。
最
近
で
は
、
ク
イ

ズ
や
医
療
に
関
す
る
テ
レ
ビ

番
組
等
が
増
え
、
理
由
説
明

を
求
め
る
の
が
ト
レ
ン
ド
な

の
か
も
し
れ
な
い
。
画
像
や

模
型
を
使
っ
て
病
態
を
説
明

す
る
と
、
き
ち
ん
と
理
解
す

る
。
そ
の
日
に
撮
影
し
た
網

膜
・
脈
絡
膜
の
断
面
図
で
あ

る
光
干
渉
断
層
計
（
Ｏ
Ｃ

Ｔ
）
の
画
像
を
見
せ
病
状
を

説
明
す
る
と
、
即
座
に
自
ら

感
じ
て
い
た
症
状
の
変
化
と

考
え
あ
わ
せ
て
再
燃
の
た
め

の
再
治
療
の
必
要
性
を
理
解

し
、
話
が
早
い
。
ｉ
Ｐ
Ｓ
研

究
を
含
め
基
礎
研
究
に
つ
い

て
聞
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

疾
患
に
罹
患
す
る
の
は
愉
快

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
説

明
が
あ
る
と
納
得
し
て
治
療

を
続
け
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
な
が
る
ら
し
い
。
尤

も
、
自
宅
か
ら
離
れ
た
大
学

病
院
に
ま
で
来
る
方
に
は
元

来
、
気
力
と
体
力
が
備
わ
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

が
。
診
療
に
お
い
て
納
得
の

い
く
病
態
説
明
を
続
け
る
た

め
に
は
医
師
は
医
学
情
報
の

収
集
を
続
け
、
個
々
の
症
例

へ
の
応
用
力
を
常
に
磨
か
な

け
れ
ば
と
痛
感
す
る
。

　

高
齢
期
に
あ
っ
て
も
、
気

を
張
っ
て
生
き
て
い
る
方
の

様
子
に
は
恐
れ
入
る
。
何
に

お
い
て
も
関
心
を
持
つ
の
が

頭
脳
明
晰
の
秘
訣
か
も
し
れ

な
い
。
自
ら
の
高
齢
期
に
あ

っ
て
は
理
論
的
説
明
を
理
解

す
る
頭
脳
を
保
て
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
も
広
く
物
事
に

関
心
を
持
ち
続
け
た
い
も
の

で
あ
る
。

（
眼
科
学
教
室
専
任
講
師

�

小
沢
洋
子　

71
回
）

福
島
原
発
事
故
と
甲
状
腺
癌（
そ
の
４
）

信
濃
町
国
際
ウ
ィ
ー
ク

合
同
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
お
よ
び
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
と
の

ジ
ョ
イ
ン
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
信
濃
町
で
開
催

高
見 　

博（
49
回
）

伊
藤
病
院
学
術
顧
問
／

帝
京
大
学
外
科
名
誉
教
授

　

慶
應
医
学
賞
は
、
世
界
の

医
学
・
生
命
科
学
の
領
域
に

お
い
て
医
学
を
中
心
と
し
た

諸
科
学
の
発
展
に
寄
与
す
る

顕
著
、
か
つ
創
造
的
な
研
究

業
績
を
あ
げ
た
研
究
者
を
顕

彰
す
る
も
の
で
、
１
９
９
６

年
よ
り
37
名
の
研
究
者
に
対

し
授
与
し
て
い
ま
す
。
第
21

回
目
を
迎
え
た
今
年
の
慶
應

委
員
【
岡
野
栄
之
（
委
員

長
、
医
学
部
教
授
）、
審
良

静
男
（
大
阪
大
学
Ｗ
Ｐ
Ｉ
免

疫
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
セ

ン
タ
ー
拠
点
長
）、
浅
島
誠

（
国
立
研
究
開
発
法
人
産
業

技
術
総
合
研
究
所
名
誉
フ
ェ

ロ
ー
）、
金
澤
秀
子
（
薬
学

部
教
授
）、
佐
谷
秀
行
（
医

学
部
教
授
）、
塩
見
春
彦

医
学
賞
受
賞
者
は
本
庶　

佑

博
士
（
京
都
大
学
大
学
院
医

学
研
究
科
）、Svante Pääbo

博
士
（
マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン

ク
進
化
人
類
学
研
究
所
（
ド

イ
ツ
））
の
2
名
に
決
定

し
、
慶
應
医
学
賞
審
査
委
員

会
は
左
記
の
と
お
り
授
賞
理

由
を
発
表
致
し
ま
し
た
。

　

第
21
回
慶
應
医
学
賞
審
査

（
医
学
部
教
授
）、
清
水
孝

雄
（
国
立
研
究
開
発
法
人
国

立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

理
事
）、
田
中
啓
二
（
公
益

財
団
法
人
東
京
都
医
学
総
合

研
究
所
所
長
）、
永
井
良
三

（
自
治
医
科
大
学
学
長
）
野

田
哲
生
（
公
益
財
団
法
人
が

ん
研
究
会
代
表
理
事
・
常
務

理
事
・
が
ん
研
究
所
所
長
）、

第21回慶應医学賞受賞者決定
医
学
お
よ
び
自
然
科
学
の
発
展
に
貢
献
し

新
た
な
道
を
切
り
拓
い
た
先
駆
者
が
受
賞

本ほ
ん

庶じ
ょ 　

佑た
す
く

博
士

京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科 

名
誉
教
授

別
役
智
子
（
医
学
部
教
授
）、

御
子
柴
克
彦
（
国
立
研
究
開

発
法
人
理
化
学
研
究
所
脳
科

学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
発
生

・
神
経
生
物
研
究
チ
ー
ム
シ

ニ
ア
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
）、

吉
村
昭
彦
（
医
学
部
教
授
）】

授
賞
研
究
テ
ー
マ
：
Ｐ
Ｄ–

１
分
子
の
同
定
と
Ｐ
Ｄ–

１

阻
害
が
ん
免
疫
療
法
原
理
の

確
立

　

本
庶
佑
博
士
は
１
９
７
０

〜
１
９
８
０
年
代
に
抗
体
分

子
の
ク
ラ
ス
ス
イ
ッ
チ
機
構

を
解
明
さ
れ
、
さ
ら
に
ク
ラ

ス
ス
イ
ッ
チ
と
体
細
胞
突
然

変
異
の
両
方
に
必
須
で
あ
る

酵
素
Ａ
Ｉ
Ｄ
を
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
重
要
な
発

見
に
加
え
、
１
９
９
２
年
に

Ｔ
細
胞
が
活
性
化
さ
れ
る
際

こ
と
や
、
リ
ガ
ン
ド
の
Ｐ

Ｄ–

Ｌ
１
と
の
結
合
に
よ
り

Ｔ
細
胞
の
活
性
化
が
抑
制
さ

れ
る
こ
と
を
見
出
し
、
Ｐ

Ｄ–

１
シ
ス
テ
ム
が
Ｔ
細
胞

活
性
化
の
負
の
調
節
因
子
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
本
庶
博
士
と
共
同

研
究
者
は
、
抗
Ｐ
Ｄ–

１
抗

体
お
よ
び
抗
Ｐ
Ｄ–

Ｌ
１
抗

体
が
担
が
ん
マ
ウ
ス
に
お
い

て
が
ん
の
成
長
を
抑
制
す
る

こ
と
を
見
出
し
、
免
疫
の
負

の
制
御
系
の
遮
断
が
、
有
効

な
が
ん
の
免
疫
治
療
と
な
り

う
る
こ
と
を
世
界
で
初
め
て

提
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
本

庶
博
士
ら
の
研
究
成
果
を
も

と
に
、
ヒ
ト
型
抗
Ｐ
Ｄ–

１

抗
体
ニ
ボ
ル
マ
ブ
の
臨
床
治

験
が
行
わ
れ
、
実
際
に
ヒ
ト

の
メ
ラ
ノ
ー
マ
、
肺
が
ん
の

ほ
か
多
く
の
が
ん
で
有
効
性

が
証
明
さ
れ
、上
市
さ
れ
ま

し
た
。

　

現
在
抗
Ｐ
Ｄ–

１
療
法
は

同
じ
く
Ｔ
細
胞
の
負
の
制
御

因
子
で
あ
る
Ｃ
Ｔ
Ｌ
Ａ–

４

の
阻
害
と
と
も
に
『
免
疫
チ

ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
療
法
』

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
が
ん
免

疫
療
法
の
考
え
方
を
一
変
さ

せ
ま
し
た
。
本
庶
博
士
の
業

績
は
Ｐ
Ｄ–
１
／
Ｐ
Ｄ–

Ｌ

１
分
子
の
基
礎
研
究
か
ら
全

く
新
し
い
が
ん
免
疫
療
法
に

道
を
拓
い
た
こ
と
で
、
基
礎

医
学
と
臨
床
応
用
の
両
面
か

ら
高
く
評
価
さ
れ
る
慶
應
医

学
賞
に
相
応
し
い
も
の
で
す
。

に
発
現
誘
導
さ
れ
る
Ｐ

Ｄ–

１
と
名
付
け
ら
れ

た
分
子
を
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
Ｐ
Ｄ–

１
欠
損
マ
ウ
ス
は
自
己

免
疫
疾
患
を
発
症
す
る

七
難
八
苦

鈴
木 

康
裕（
63
回
）

厚
生
労
働
省 

保
険
局
長

　

本
年
６
月
、
人
事
異
動
で

厚
生
労
働
省
の
保
険
局
長
を

拝
命
し
た
。
保
険
局
は
医
療

課
長
を
務
め
た
平
成
22
〜
24

年
以
来
で
、
当
時
は
56
回
生

の
外
口
崇
先
輩
が
初
の
医
系

技
官
の
保
険
局
長
だ
っ
た
の

で
、
二
人
目
と
い
う
こ
と
に

な
る　

　

医
療
課
長
も
40
兆
円
か
ら

の
医
療
費
の
配
分
を
司
る
の

で
難
し
い
役
回
り
だ
っ
た

が
、
保
険
局
長
と
も
な
る

と
、
そ
れ
に
加
え
て
、
40
兆

円
の
金
集
め
も
担
当
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
財
政
赤
字
の
状
況
で

は
、
そ
う
し
た
金
集
め
は
並

大
抵
で
は
な
い
難
行
で
あ

る
。
年
末
に
向
け
て
、
お
金

を
持
っ
て
い
る
政
府
筋
か
ら

は
、
相
当
の
厳
し
い
負
担
増

を
迫
ら
れ
て
お
り
、「
悪
代

官
視
」
さ
れ
る
の
は
ほ
ぼ
確

実
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、
２
年
後

の
平
成
30
年
に
は
い
く
つ
も

の
制
度
改
正
が
同
時
に
予
定

さ
れ
て
お
り
、
個
人
的
に

は
、「
惑
星
直
列
」
と
呼
ん

で
い
る
。

　

６
年
に
一
度
し
か
な
い
診

療
報
酬
と
介
護
報
酬
の
同
時

改
定
、
第
７
次
地
域
医
療
計

画
と
第
７
期
介
護
保
険
事
業

支
援
計
画
、
第
３
期
医
療
費

適
正
化
計
画
の
ス
タ
ー
ト
、

市
町
村
が
保
険
者
と
な
っ
て

い
る
国
民
健
康
保
険
の
都
道

府
県
へ
の
広
域
化
、
介
護
療

養
病
床
の
廃
止
（
ベ
ッ
ド
を

な
く
す
わ
け
で
は
な
く
、
業

態
の
変
更
）
な
ど
、
腕
力
や

説
得
力
、
論
理
・
分
析
力
な

ど
、
五
感
を
駆
使
し
て
、
想

定
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
事
態
に

備
え
、
適
切
な
シ
グ
ナ
ル
を

国
民
や
医
療
界
に
送
り
、

「
匍
匐
前
進
」
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
こ

の
身
の
上
に
は
、
と
て
つ
も

な
い
ハ
イ
ボ
ー
ル
だ
が
、
幸

い
、
局
内
外
は
連
戦
錬
磨
の

強
者
揃
い
で
あ
り
、
全
員
野

球
で
こ
の
難
局
を
何
と
か
乗

り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
願
っ
て
い
る
。

　

話
は
変
わ
る
が
、
来
年
に

向
け
た
厚
生
労
働
省
の
組
織

定
員
要
求
で
、「
医
務
総

監
」
ポ
ス
ト
の
創
設
が
第
一

に
掲
げ
ら
れ
た
。

　

こ
れ
は
、
塩
崎
大
臣
主
導

の
「
保
健
医
療
２
０
３
５
」

の
中
で
、
次
官
級
の
「
保
健

医
療
補
佐
官
」（
チ
ー
フ
・

メ
デ
ィ
カ
ル
・
オ
フ
ィ
サ

ー
）
の
設
置
を
う
た
っ
て
い

保
険
局
長
就
任

保
険
局
長
就
任

た
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

こ
の
ポ
ス
ト
の
設
置
は
、

未
だ
厚
生
労
働
省
の
「
門
を

出
た
」
に
過
ぎ
な
い
の
で
、

今
後
の
展
開
は
未
確
定
の
部

分
も
多
い
が
、
私
た
ち
厚
生

労
働
省
に
奉
職
す
る
医
系
技

官
の
長
年
の
悲
願
で
あ
っ
た

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

同
時
に
、
厚
生
労
働
省
内
の

各
局
が
そ
れ
ぞ
れ
所
管
す
る

業
務
を
一
体
と
し
て
管
轄
す

る
司
令
塔
機
能
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
も
他
な
ら
な

い
。

　

た
と
え
ば
、
ゲ
ノ
ム
医
療

の
推
進
に
し
て
も
、
医
薬
品

等
の
承
認
は
医
薬
・
生
活
衛

生
局
、
ゲ
ノ
ム
検
査
の
質
の

確
保
は
医
政
局
、
ゲ
ノ
ム
医

療
研
究
は
厚
生
科
学
課
、
ゲ

ノ
ム
医
療
に
関
わ
る
診
療
報

酬
は
保
険
局
な
ど
、
所
掌
が

分
か
れ
て
い
る
た
め
、
ひ
と

　

本
賞
は
、
世
界
十
数
カ

国
の
著
名
な
研
究
者
お
よ

び
研
究
機
関
か
ら
推
薦
さ

れ
た
候
補
者
の
中
か
ら
、

学
内
外
約
90
名
の
審
査
員

に
よ
る
厳
正
な
審
査
を
経

て
、
受
賞
者
を
決
定
し
て

い
ま
す
。
受
賞
者
に
は
賞

状
と
メ
ダ
ル
お
よ
び
賞
金

が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。
本
年

は
12
月
１
日
（
木
）
に
北

里
記
念
医
学
図
書
館
２
階

北
里
講
堂
に
て
授
賞
式
お

よ
び
受
賞
記
念
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

S
ス ヴ ァ ン テ

vante P
ペ ー ボ

ääbo博士

マックス・プランク
進化人類学研究所（ドイツ）教授

授
賞
研
究
テ
ー
マ
：
人
類
進

化
の
分
子
遺
伝
学
へ
の
貢
献

　

ヒ
ト
の
起
源
へ
の
科
学
的

な
探
求
は
１
８
５
６
年
の
ネ

り
、
現
生
人
類
の
祖
先

が
ア
フ
リ
カ
を
出
た
あ

と
に
、
ネ
ア
ン
デ
ル
タ

ー
ル
人
と
交
雑
し
、
さ

ら
に
世
界
の
各
地
域
に

移
動
し
た
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。
ネ
ア
ン
デ
ル
タ

ー
ル
人
と
現
生
人
類
の
配
列

の
比
較
に
よ
り
、
代
謝
・
認

知
等
の
領
域
で
正
の
淘
汰
が

行
わ
れ
た
可
能
性
が
示
唆
さ

れ
ま
し
た
。

　

並
行
し
て
、
シ
ベ
リ
ア
・

デ
ニ
ソ
ワ
洞
窟
か
ら
出
土
し

た
骨
片
由
来
Ｄ
Ｎ
Ａ
か
ら
も

全
ゲ
ノ
ム
配
列
の
解
読
に
成

　

８
月
15
日
か
ら
２
週
間
に

わ
た
り
、
第
５
回
国
際
合
同

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
が
開
催
さ

れ
た
。
こ
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
は
、
２
０
１
２
年
に
カ
ロ

リ
ン
ス
カ
医
科
大
学
お
よ
び

北
京
大
学
と
の
間
で
始
ま

り
、
そ
の
後
Ｋ
Ｃ
Ｌ
（
キ
ン

グ
ス
カ
レ
ッ
ジ
・
ロ
ン
ド

ン
）
が
加
わ
り
、
現
在
４
校

で
企
画
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　

第
１
回
目
は
、
２
０
１
２

年
「
神
経
科
学
」
を
テ
ー
マ

に
慶
應
で
開
催
さ
れ
、
そ
の

後
、
２
０
１
３
年
に
カ
ロ
リ

ン
ス
カ
（
テ
ー
マ
：
免
疫
）、

２
０
１
４
年
に
北
京
（
テ
ー

マ
：
癌
）、
２
０
１
５
年
に

Ｋ
Ｃ
Ｌ
（
テ
ー
マ
：
循
環

器
）
で
の
開
催
を
経
て
、
今

年
再
び
慶
應
に
戻
っ
て
き

た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
、

「
幹
細
胞
と
再
生
医
療
」
だ

っ
た
。
各
校
か
ら
５
名
の
大

学
院
生
と
数
名
の
教
員
が
参

加
し
た
。
ま
た
、
ゲ
ス
ト
と

し
て
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
の
大

学
生
３
名
も
加
わ
っ
た
。

　

第
１
週
は
、
各
校
の
講
師

陣
に
よ
る
集
中
講
義
が
開
催

さ
れ
、
活
発
な
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
た
。
講
義
週
の
最
終

日
は
、
後
述
す
る
ワ
シ
ン
ト

ン
大
学
と
の
合
同
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
全
員
が
参
加
し
た
。

第
２
週
は
、
学
生
た
ち
は

１
、
２
名
ず
つ
、
い
く
つ
か

の
研
究
室
に
配
属
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
研
究
室
で
進
行
中

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
や

実
験
手
技
を
学
ん
だ
。
最
終

日
に
は
、
一
人
一
人
が
ラ
ボ

ワ
ー
ク
の
経
験
を
発
表
し
、

そ
の
後
、
河
上
裕
研
究
科
委

員
長
か
ら
修
了
証
が
授
与
さ

れ
た
。
彼
ら
は
こ
の
修
了
証

を
も
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学

か
ら
単
位
を
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
な
お
、
来
年
度

は
カ
ロ
リ
ン
ス
カ
で
「
老

化
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
す
る

こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
中

日
、
８
月
20
日
に
は
、
ワ

シ
ン
ト
ン
大
学
と
の
間
で

合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：

Regenerative  Medicine and Longevity

が
開
催
さ
れ

た
。
清
家
塾
長
の
ご
挨
拶
に

続
き
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
か

ら
５
名
の
講
師
、
そ
し
て
慶

應
か
ら
５
名
の
講
師
（
岡
野

教
授
、
伊
藤
教
授
、
福
田
教

授
、
中
村
教
授
、
新
井
講

師
）
が
、
上
記
テ
ー
マ
で
最

新
の
研
究
成
果
を
発
表
し

た
。
活
発
な
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
い
く

つ
か
の
共
同
研
究
の
話
も
ま

と
ま
り
、
大
変
実
り
の
多
い

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
っ
た
。

ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
と
は
昨

つ
の
方
向
を
目
指
し
て
全
省

一
体
的
に
進
ま
な
け
れ
ば
、

欧
米
に
後
れ
を
と
っ
て
い
る

現
状
を
打
破
し
、
国
民
に
大

き
な
福
音
を
迅
速
に
も
た
ら

す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
ゲ
ノ
ム
医
療
に
関

す
る
医
薬
品
や
医
療
機
器
な

ど
の
我
が
国
に
お
け
る
進
歩

は
、
我
が
国
発
の
高
付
加
価

値
製
品
の
世
界
市
場
へ
の
大

い
な
る
飛
躍
に
つ
な
が
り
、

安
倍
政
権
の
目
指
す
「
第
一

の
矢
」
の
重
要
な
要
素
と
な

り
得
る
。

　

高
齢
化
や
医
療
技
術
の
進

歩
は
、
負
担
増
に
も
つ
な
が

る
が
、
雇
用
や
産
業
創
出
と

い
う
点
で
社
会
へ
の
貢
献
度

も
高
い
。
年
末
、
そ
し
て
平

成
30
年
度
に
向
け
て
、
先
生

方
の
ご
助
力
を
得
て
、
舵
取

り
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
し

た
い
。

　

皆
様
も
ご
存
知
の
よ
う

に
医
学
部
創
設
１
０
０
周

年
を
前
に
新
病
棟
建
設
の

槌
音
が
響
き
、
現
在
慶
應

大
学
病
院
は
活
気
づ
い
て

お
り
ま
す
。
臨
床
研
究
中

核
病
院
の
設
置
も
決
ま

り
、
日
本
そ
し
て
世
界
の

医
療
の
最
先
端
を
目
指
す

体
制
を
支
え
る
新
病
棟
の

建
設
は
慶
應
義
塾
全
体
の

悲
願
で
も
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
こ
の
新
病
棟
建

設
は
ち
ょ
う
ど
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
準
備
時

期
と
一
致
し
て
お
り
、
建

設
資
材
や
人
件
費
の
高
騰

に
よ
り
、
ま
だ
紆
余
曲
折

が
ご
ざ
い
ま
す
。
三
四
会

を
中
心
と
し
て
新
病
棟
建

設
へ
の
寄
付
が
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
が
、
現
在
の

処
ま
だ
目
標
額
に
届
い
て

い
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏

ま
え
、
内
科
学
教
室
同
窓

会
で
は
各
個
人
の
寄
付
と

は
別
に
同
窓
会
と
し
て
新

病
棟
建
設
の
寄
付
に
貢
献

す
る
こ
と
が
２
０
１
４
年

の
幹
事
会
で
決
定
さ
れ
、

昨
年
よ
り
募
金
活
動
を
行

っ
て
参
り
ま
し
た
。
目
標

額
を
２
０
０
０
万
円
と

し
、
現
役
医
局
員
に
加
え

多
く
の
内
科
学
教
室
Ｏ
Ｂ

の
先
生
方
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
て
参
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
２
０
１
６
年

８
月
末
日
の
段
階
で
３
９

８
名
の
先
生
方
か
ら
３
、

５
４
３
万
円
の
寄
付
（
同

窓
会
か
ら
の
５
０
０
万
円

の
寄
付
を
含
む
）
を
集
め

る
こ
と
が
出
来
、
目
標
の

金
額
を
大
き
く
上
回
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
内
科
学
教
室

同
窓
会
と
し
て
は
こ
れ
を

一
区
切
り
と
し
、
寄
付
活

動
を
ひ
と
ま
ず
終
了
す
る

こ
と
と
致
し
ま
し
た
。
ご

協
力
賜
り
ま
し
た
多
く
の

皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
こ
こ
に
ご

報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
新

病
棟
建
設
の
寄
付
活
動
に

関
し
て
は
未
だ
充
分
で
な

い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
こ

う
し
た
活
動
が
個
人
レ
ベ

ル
、
教
室
レ
ベ
ル
、
同
級

生
レ
ベ
ル
に
拡
が
り
、
社

中
一
丸
と
な
っ
て
目
的
を

達
成
出
来
る
こ
と
を
祈
念

し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
11
月
20
日
（
第

７
２
１
号
）
か
ら
3
回
に
わ

た
り
標
記
の
件
で
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
前
回

は
平
成
27
年
4
月
で
し
た
の

で
そ
の
後
の
変
化
に
つ
い

て
、
小
生
が
か
か
わ
っ
て
お

り
ま
す
甲
状
腺
検
査
専
門
委

員
会
や
内
閣
府
の
デ
ー
タ
ー

を
も
と
に
報
告
い
た
し
ま

す
。

　

ま
ず
、
平
成
28
年
6
月
末

ま
で
に
総
計
１
４
０
例
の
患

者
さ
ん
が
手
術
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
、
福
島
医
大

で
行
わ
れ
た
の
が
１
３
３
例

で
す
。
そ
の
１
３
３
例
の
う

ち
、
乳
頭
癌
１
２
９
例
、
低

分
化
癌
3
例
、
そ
の
ほ
か 

1
例
で
し
た
。
通
常
、
分
化

癌
で
は
乳
頭
癌
90
％
、
濾
胞

癌
10
％
と
い
わ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
こ
の
組
織
型
分
類

は
通
常
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
腫
瘍
径
を
み
ま
す
と

最
大
径
が
1
㎝
以
下
の
症
例

は
46
例
（
35
％
）
で
あ
る
一

方
、
最
大
径
が
４
㎝
を
超
え

る
場
合
、
も
し
く
は
腫
瘍
の

大
き
さ
を
問
わ
ず
甲
状
腺
の

被
膜
外
に
微
少
進
展
す
る
症

例
は
53
例
（
40
％
）
に
な
り

ま
し
た
。
福
島
原
発
事
故
発

生
後
約
5
年
3
か
月
で
こ
こ

ま
で
腫
瘍
が
進
展
す
る
と
い

う
の
は
甲
状
腺
癌
の
生
物
学

か
ら
は
考
え
に
く
い
と
思
い

ま
す
。
ち
な
み
に
、
所
属
リ

ン
パ
節
転
移
を
認
め
な
い
症

例
は
30
例
（
23
％
）
で
し

た
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
と
27
年

に
行
わ
れ
た
本
格
検
査
（
2

巡
目
の
検
査
、
初
回
検
査
は

先
行
検
査
と
い
う
）
で
は
震

新
病
棟
建
設
に
対
す
る

内
科
学
教
室
同
窓
会
と
し
て
の

寄
付
活
動
の
ご
報
告

後
藤 

文
男（
神
内
30
回
）

福
田 

恵
一（
循
内
62
回
）

慶
應
義
塾
大
学
内
科
学
教
室

同
窓
会
会
長

新
病
棟
建
設
募
金
委
員
長

　慶應義塾大学医学部は1917年（大正6年）に私学
で最初の大学医学部として発足し、2017年（平成29
年）に開設100年を迎えます。そこで下記のように
医学部開設100年記念式典・祝賀会、シンポジウム
が開催されることとなりました。
（ご参加申込方法につきましては次回以降にご連絡
させていただきます。）

記
開催日時：2017年5月13日（土）
　　　　　13:00〜16:00　シンポジウム
　　　　　17:00〜18:00　式典
　　　　　18:30〜20:30　祝賀会
開催場所：ホテルニューオータニ「芙蓉」「鶴」
　　　　　東京都千代田区紀尾井町4-1
� 以上

慶應義塾大学医学部開設100年記念式典・祝賀会、
シンポジウムのお知らせ　　

年
、
大
学
間
お
よ
び
学
部
間

の
協
定
が
締
結
さ
れ
、
現
在

は
国
際
共
同
臨
床
研
究
も
行

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
成
功
は
、
ワ
シ
ン

ト
ン
大
学
と
の
連
携
を
さ
ら

に
加
速
す
る
こ
と
に
な
る
に

違
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
国
際
的
イ
ベ

ン
ト
を
信
濃
町
で
開
催
で
き

た
こ
と
は
、
今
後
の
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
に
お
け
る
慶
應
医

学
の
発
展
を
考
え
る
上
で
、

大
変
意
義
深
い
も
の
と
考
え

て
い
る
。
若
い
医
師
や
学
生

が
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
積

極
的
に
利
用
し
、
世
界
に
翔

た
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
切

に
願
っ
て
い
る
。

（
安
井
正
人　

薬
理
68
回
）

功
し
ま
し
た
。
そ
の
骨
片

が
、
こ
れ
ま
で
存
在
の
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
絶
滅
し
た

旧
人
類
に
由
来
す
る
こ
と
を

証
明
し
ま
し
た
。
出
土
地
に

ち
な
ん
で
、
デ
ニ
ソ
ワ
人
と

名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ペ
ー
ボ
教
授
は
人
類
進
化

の
分
子
遺
伝
学
と
い
う
新
し

い
分
野
を
創
出
し
、開
拓
し
、

発
展
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
偉

業
は
歴
史
上
の
哲
学
者
や
科

学
者
た
ち
の
心
を
掴
ん
で
離

さ
な
い
「
わ
れ
わ
れ
は
ど
こ

か
ら
来
た
の
か
」
と
い
う
問

い
に
新
し
い
角
度
か
ら
光
を

当
て
た
点
に
お
い
て
記
念
碑

的
で
あ
り
、
医
科
学
分
野
を

越
え
て
自
然
科
学
全
体
に
貢

献
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
の
骨
の

発
見
に
遡
り
ま
す
。
旧
人
類

ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
は
３

万
年
前
に
絶
滅
し
ま
し
た

が
、
現
生
人
類
と
ネ
ア
ン
デ

ル
タ
ー
ル
人
が
同
種
で
あ
っ

た
の
か
、
長
い
間
論
争
が
続

い
て
い
ま
し
た
。

　

ス
ヴ
ァ
ン
テ　

ペ
ー
ボ
教

授
は
30
年
に
わ
た
り
情
熱
的

に
こ
の
問
題
に
取
り
組
み
、

創
造
力
と
革
新
力
を
以
て
ネ

ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
の
骨
片

由
来
Ｄ
Ｎ
Ａ
か
ら
全
ゲ
ノ
ム

配
列
を
解
読
す
る
こ
と
に
成

功
し
ま
し
た
。
驚
く
べ
き
こ

と
に
現
生
人
類
の
ゲ
ノ
ム
配

列
の
２
％
程
度
は
ネ
ア
ン
デ

ル
タ
ー
ル
人
に
由
来
し
て
お

災
時
18
歳
以
下
で
あ
っ
た
38

万
人
の
中
、
約
27
万
人
（
71

％
）
が
受
診
し
て
い
ま
す
。

穿
刺
吸
引
細
胞
診
で
は
悪
性

な
い
し
悪
性
の
疑
い
の
方
は

59
例
で
し
た
。
男
女
比
1
：

1
・
4
、
平
均
年
齢
16
・
8

歳
（
9
―
23
歳
）、
震
災
時

の
年
齢
12
・
7
歳
（
5
―
18

歳
）、
エ
コ
ー
で
の
平
均
腫

瘍
径
10
㎜
（
5
―
35
㎜
）
で

し
た
。
通
常
の
臨
床
で
は
男

女
比
は
1
：
5
ぐ
ら
い
と
女

性
が
多
く
を
占
め
て
い
ま

す
。
今
回
初
め
て
震
災
時
に

5
歳
で
あ
っ
た
幼
児
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
で
は
震
災
後
5
年
ぐ

ら
い
か
ら
5
歳
以
下
の
幼
児

に
多
く
の
甲
状
腺
癌
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
乳
頭

癌
の
組
織
型
、
遺
伝
子
検
索

で
も
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
は

異
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
59

例
の
先
行
検
査
（
初
回
検

査
）
の
エ
コ
ー
の
結
果
を
見

ま
す
と
、
Ａ
1
判
定
（
結
節

や
の
う
胞
を
認
め
な
か
っ
た

場
合
）
28
例
、
Ａ
2
判
定

（
5
㎜
以
下
の
結
節
や
20
㎜

以
下
の
の
う
胞
を
認
め
た
場

合
）
26
例
で
す
。
こ
の
短
い

期
間
に
甲
状
腺
癌
が
発
生
す

る
の
か
疑
問
で
す
が
、
先
行

検
査
の
エ
コ
ー
で
こ
れ
ら
の

症
例
の
癌
腫
を
見
落
と
し
た

と
い
う
の
も
考
え
に
く
い
で

す
。

　

す
で
に
検
査
も
3
回
目
に

入
り
ま
し
た
。
20
歳
以
上
の

方
は
今
後
5
年
ご
と
に
検
査

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
こ
で
問
題
に
な
り
ま

す
の
は
「
過
剰
診
断
、
過
剰

治
療
」
で
す
。
福
島
で
は
子

供
は
学
校
で
半
ば
強
制
的
に

検
査
さ
れ
ま
す
。
親
御
さ
ん

も
被
曝
の
影
響
か
ど
う
か
な

ど
は
関
係
な
く
、
こ
れ
ほ
ど

甲
状
腺
癌
が
多
く
発
生
す
れ

ば
自
分
の
子
供
も
な
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま

す
。
放
射
線
が
原
因
で
あ
る

可
能
性
が
ゼ
ロ
で
は
な
い
と

し
て
も
極
め
て
低
い
と
考

え
、
生
涯
発
症
し
な
い
成
長

の
遅
い
甲
状
腺
癌
を
見
つ
け

て
い
る
と
す
れ
ば
、
過
剰
診

断
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
学
問

的
に
は
長
期
に
わ
た
る
こ
の

種
の
疫
学
調
査
は
重
要
で
は

あ
り
ま
す
が
、
福
島
の
子
供

た
ち
に
と
っ
て
精
神
的
不
安

は
大
き
い
も
の
で
す
。

特
別
寄
稿

サマースクールの修了式にて

ワシントン大学とのシンポジウムの参加者たち


